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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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〈
出
題
〉
九
段　

石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

フ
ト
コ
ロ
を
狭
め
て
か
ら
急

所
に
打
っ
て
仕
留
め
ま
す
。

（
8
分
で
二
、
三
段
以
上
）

付
け
る「
育
児
・
介
護
休
業
法

改
正
案
」が
衆
院
厚
労
委
で

可
決
さ
れ
た
▼
「
育
児
・
介

護
休
業
給
付
率
引
き
上
げ
」

や
「
介
護
休
業
へ
の
健
保
・

年
金
保
険
料
免
除
規
定
の
適

用
」を
求
め
る
修
正
案
は
否

決
さ
れ
た
が
、付
帯
決
議
に

「
育
児
休
業
中
の
労
働
者
に

対
す
る
経
済
的
支
援
の
充
実

に
つ
い
て
、速
や
か
に
検
討

す
る
」と
の
文
言
が
盛
り
込

ま
れ
た
▼
公
務
の
非
常
勤
職

員
に
育
児
休
業
の
取
得
資
格

が
な
い
こ
と
に
、
桝
添
厚
労

相
は
「
党
派
を
超
え
て
の
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
答
え
た
▼
仕
事
・

子
育
て
・
介
護
の
両
立
を
進

め
る
た
め
の
経
済
的
な
下
支

え
、
均
等
処
遇
問
題
等
は
先

送
り
さ
れ
も
の
の
、
そ
の
足

場
は
ま
た
一
段
築
か
れ
た
。

　

3
歳
未
満
の

子
ど
も
を
持
つ

労
働
者
の
短
時

間
勤
務
制
度
や

残
業
免
除
制
度

を
企
業
に
義
務

「「
四四
〜〜
六六
級級
のの
拡拡
大大
」」承承
っっ
たた

　

交
渉
冒
頭
、
こ
れ
ま
で
の
ル
ー
ル
を
無

視
し
た
夏
季
一
時
金
の
凍
結
勧
告
に
抗
議

し
ま
し
た
。
応
対
し
た
人
事
院
の
上
山
参

事
官
は
、「
民
間
で
の

急
激
な
変
動
が
あ
り
、

情
勢
適
応
の
原
則
に

基
づ
き
、
一
部
凍
結
勧
告
を
行
っ
た
」「
特

例
措
置
で
あ
り
、
理
解
願
い
た
い
」
と
釈

明
す
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
民
間
初
任
給
と
の
較
差
是
正

を
は
じ
め
と
し
た
賃
金
改
善
、
税
務
職
水

準
差
の
拡
大
、
上
席
の
6
級
格
付
け
、
行 

 　

職
員
の
昇
格

（二）改
善
、
非
常
勤
職

員
の
処
遇
改
善
を

中
心
に
人
事
院
の
ス
タ
ン
ス
を
質
す
と
と

も
に
、
実
現
す
る
た
め
特
段
の
努
力
を
求

め
ま
し
た
。
以
下
、
交
渉
の
要
旨
で
す
。

人
事
院
交
渉

　

■
初
任
給
較
差
是
正
■

　

全
国
税　

初
任
給
は
民
間

と
比
べ
高
卒
で
1
・
5
万
円
、

大
卒
で
2
・
3
万
円
の
較
差

が
あ
る
こ
と
は
人
事
院
調
査

で
も
明
ら
か
で
、
早
急
に
是

正
す
べ
き
だ
。

　

参
事
官　

現
在
、

民
間
調
査
を
行
っ

て
い
る
が
、
前
年

比
△　

％
前
後
で

0.1

推
移
し
て
お
り
良

い
状
況
に
な
い
。

　

官
民
較
差
の
範

囲
内
で
、
初
任
給

や
諸
手
当
は
対
応

し
て
い
く
。

■
水
準
差
拡
大
■

　

全
国
税　

職
員

の
強
い
願
い
で
も

あ
る
税
務
職
水
準

差　

％
回
復
に
つ

25
い
て
、
人
事
院
の

ス
タ
ン
ス
を
質
し

た
い
。

　

参
事
官　

か
つ
て
は
大
き

な
水
準
差
が
あ
っ
た
が
、
賃

金
の
右
肩
上
が
り
時
に
税
務

と
同
様
行　

も
ア
ッ
プ
と
な

（一）

り
、
さ
ら
に
税
務
の
人
員
分

布
が
上
位
級
に
シ
フ
ト
し
た

こ
と
で
縮
ま
っ
た
。
し
か

し
、
水
準
差
は
確
保
さ
れ
て

い
る
と
考
え
る
。

　

全
国
税　

１
９
９
８
年
の

勧
告
で
水
準
差
率
は　

％
を

10

割
り
、
9
％
台
に
低
迷
し
た

ま
ま
だ
。
私
た
ち
の
果
た
し

て
い
る
役
割
を
的
確
に
評
価

し
、
必
要
な
「
資
源
」
を
投

下
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

参
事
官　

困
難
性
が
高
い

こ
と
等
は
承
知
し
て
お
り
、

そ
の
こ
と
が
明
確
に
な
る
な

ら
、（
水
準
差
が
）
拡
が
ら
な

準
に
す
る
た
め
、

　

％
程
度
の
数
値

50目
標
を
設
定
す
る

計
画
」
の
改
善
を

求
め
ま
し
た
。

　

対
応
し
た
課
長

補
佐
は
、「　

年
18

に
策
定
し
た
計
画

に
基
づ
き
引
き
続

き
増
加
に
努
め

る
」
と
の
回
答
に

終
始
し
た
た
め
、

「
年
次
採
用
者
に

光
を
あ
て
て
こ
な

か
っ
た
こ
と
が
、

年
次
採
用
者
の
処
遇
底
上
げ
を

　
　

歳
以
上
女
性
職
員
の
6

40
級
ポ
ス
ト
在
職
率
が
い
ま
だ
　

％
に
到
達
し
て
い
な
い
実

20態
を
指
摘
し
、「
男
女
同
水

低
水
準
で
推
移
す
る
最
大
の

原
因
」
と
厳
し
く
抗
議
し
、

目
に
見
え
る
形
で
思
い
切
っ

た
底
上
げ
を
図
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
年
を
目
前
に

し
、
い
ま
だ
に
３
級
に
す
え

置
か
れ
て
い
る
交
換
手
さ
ん

の
例
を
あ
げ
、
こ
う
し
た

方
々
が
「
税
務
の
職
場
で
働

い
て
き
て
良
か
っ
た
」
と
思

え
る
よ
う
、
永
年
の
労
苦
に

報
い
る
人
事
発
令
を
強
く
求

め
ま
し
た
。

　
　

＊　

＊　

＊　

＊

　

一
元
化
試
行
で
明
ら
か
に

な
っ
た
問
題
点
を
最
大
限
考

慮
す
る
と
同
時
に
、
必
要
な

人
員
は
大
胆
に
配
置
し
、
管

理
運
営
・
課
税
内
部
と
も
労

働
強
化
に
し
な
い
よ
う
に
求

め
た
の
に
対
し
、
補
佐
は

「
様
々
な
指
摘
も
受
け
、
余

裕
を
持
っ
て
移
行
で
き
る
定

員
配
置
も
行
い
、
弾
力
的
運

営
に
も
努
め
て
い
く
こ
と
に

し
た
」と
回
答
し
ま
し
た
。　

　
　

＊　

＊　

＊　

＊

　

交
渉
に
出
席
し
た
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
勤
務
の
組
合
員

2
名
か
ら
、
未
来
が
見
え
な

い
職
場
の
実
態
が
示
さ
れ
、

「
庁
主
導
で
魅
力
の
持
て
る

職
場
に
」
と
、
そ
の
改
善
を

強
く
求
め
ま
し
た
。

　

特
に
、
時
間
外
「
勉
強
会
」

で
対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
実

態
を
是
正
す
る
た
め
、
執
務

時
間
内
に
1
日
2
時
間
程
度

の
自
己
研
修
等
を
保
障
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

補
佐
は
「
現
場
の
生
の
声

を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
長

官
も
強
い
問
題
意
識
を
持
っ

て
お
り
、
今
日
の
話
は
必
ず

伝
え
る
」
と
回
答
。

　

ま
た
、　

分
の
時
間
短
縮

15

で
、
昼
休
み　

分
を
要
望
す

60

る
女
性
職
員
は
少
な
く
な
い

た
め
、
引
き
続
き
検
討
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

い
と
も
限
ら
な
い
。

　

全
国
税　

特
に
４
～
６
級

の
水
準
差
率
を
拡
大
せ
よ
。

　

参
事
官　

承
っ
た
。

■
上
席
の
６
級
格
付
け
■

　

全
国
税　

な
ぜ
署
上
席
を

局
実
査
官
と
同
等
に
６
級
格

付
け
で
き
な
い
の
か
。

　

参
事
官　

管
理
監
督
権
が

局
に
あ
り
、
ラ
ン
ク
付
け
は

異
な
っ
て
し
か
る
べ
き
。

　

全
国
税　

実
査
官
と
上
席

は
同
じ
実
施
部
門
で
分
担
が

異
な
る
だ
け
だ
。
署
の
中
核

で
あ
る
上
席
の
職
責
を
評
価

す
べ
き
で
、
士
気
を
高
め
る

た
め
に
も
、
早
急
に
踏
み
込

ん
だ
打
開
策
を
求
め
る
。

　

参
事
官　

統
括
官
と
同
等

の
職
務
評
価
に
な
る
な
ど
、

難
し
い
問
題
が
あ
る
。

■
行　

昇
格
の
改
善
■

（二）

　

全
国
税　

一
人
職
場
が
圧

倒
的
な
税
務
署
の
行　

職
員

（二）

の
昇
格
は
劣
悪
極
ま
る
。

　

参
事
官　

付
加
業
務
を
評

価
す
る
こ
と
で
上
位
級
へ
の

昇
格
を
促
進
し
て
き
た
。

　

全
国
税　

本
来
業
務
で
手

一
杯
の
交
換
手
さ
ん
は
、
付

加
業
務
云
々
で
は
救
わ
れ
な

い
。
定
年
目
前
で
い
ま
だ
３

級
に
す
え
置
か
れ
て
い
る
。

　

参
事
官　

部
下
数
制
限
が

外
せ
な
い
中
、
そ
う
し
た
方

に
つ
い
て
昇
給
や
一
時
金
等

で
の
工
夫
も
必
要
だ
。

■
非
常
勤
職
員
の
処
遇
■

　

全
国
税　

地
域
手
当
に
相

当
す
る
給
与
支
給
に
よ
り
７

月
か
ら
時
給
は
ア
ッ
プ
す
る

が
、
職
務
内
容
・
職
務
経
験

の
要
素
を
考
慮
す
る
対
象
は

極
め
て
限
定
的
だ
。

　

参
事
官　

常
勤
職
員
と
ほ

ぼ
同
様
の
勤
務
と
パ
ー
ト
の

形
態
が
あ
り
、
前
者
の
処
遇

改
善
に
努
力
す
る
考
え
だ
。

　

全
国
税　

署
段
階
で
、
ほ

ぼ
同
様
の
勤
務
を
す
る
職
員

は
皆
無
に
等
し
く
、
一
時
金

相
当
の
給
与
が
支
給
さ
れ
な

い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

参
事
官　

人
事
院
は
大
半

の
方
が
ほ
ぼ
同
様
の
勤
務
で

あ
り
、
他
の
省
庁
で
も
多
く

い
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

全
国
税　
「
１
日　

分
不

18

足
」
を
理
由
に
改
善
し
な
い

な
ら
大
問
題
だ
。
庁
は
人
事

院
か
ら
は
確
認
を
と
っ
た
と

の
対
応
だ
。　

弾
力
的
な
扱

い
を
す
る
こ
と
こ
そ
指
針
の

趣
旨
で
は
な
い
の
か
。

　

参
事
官　
「
常
勤
職
員
の

勤
務
時
間
の
４
分
の
３
を
超

え
る
」
と
い
う
部
分
を
弾
力

的
に
扱
え
と
い
う
要
求
と
し

て
受
け
と
め
る
。

　

５
月　

日
、
女
性
部
は
、
①
数
値
目
標
を
設
定
し
た

２８

「
登
用
拡
大
」、②
年
次
採
用
者
の
6
級
ポ
ス
ト
昇
任
底
上

げ
、③
行　

職
員
の
昇
格
改
善
、④
一
元
化
・
課
税
内
部

（二）

担
当
の
労
働
強
化
排
除
、
⑤
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の
労

働
条
件
改
善
を
中
心
に
、
国
税
庁
と
交
渉
し
ま
し
た
。

期末・勤勉手当こうなる
　夏季一時金は下記のように「凍結」され、怒り心頭で
す。その上、勤勉手当が低率支給となると、踏んだり
蹴ったりです。以下の方法で、あなたの「成績率」を
チェックして下さい。
　勤勉手当の額は、「俸給月額＋地域手当＋役職段階別
加算額＋管理職加算額」×「勤勉手当の支給割合（期間
率×成績率）」の算式で計算できます。このうち、「役職
段階別加算額」と「成績率」は別表脚注のとおりです。
　6ヵ月以内の在職に応じ計算される「期間率」は、5ヵ
月以上6ヵ月未満80％～3ヵ未満30％となります。

弾
力
的
運
用
要
求
は
受
け
止
め
る

税務職
水準差

人事院参事官
唖

愛

阿

挨

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

哀
哀
哀

哀
哀
哀

非
常
勤
職
員

の
処
遇
改
善

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙

怒 ！
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー

庁
主
導
で
魅
力
の
持
て
る
職
場
に

女性部

庁交渉
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淀
川
十
景

【
近
畿
・
北
大
阪
支
部
】

　

受
付
は
、
や
っ
ぱ
り
嫌

　

今
、
一
元
化
リ
ハ
ー
サ

ル
の
つ
も
り
か
、
職
員
と

と
も
に
バ
イ
ト
さ
ん
が
受

付
に
。
で
も
バ
イ
ト
さ
ん

は
「
嫌
」
み
た
い
。
無
理

も
あ
り
ま
せ
ん
。
政
治
等

不
満
が
鬱
積
し
た
納
税

者
。
声
を
荒
げ
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
。
職
員
で
も
嫌

な
の
に
、
や
っ
ぱ
り
嫌
で

す
よ
ネ
。

　

時
給
千
円
な
ら
我
慢
で

き
る
？　

そ
れ
で
も
、

や
っ
ぱ
り
嫌
！

　
「
一
時
帰
休
」
？

　

雇
用
情
勢
の
反
映
か
、

バ
イ
ト
さ
ん
が
例
年
の
よ

う
に
は
休
ま
ず
、
予
算
が

足
り
な
く
な
っ
た
署
も
。

今
も
「
四
日
ほ
ど
休
ん
で
」

と
バ
イ
ト
さ
ん
に
事
実
上

の
強
要
？　

局
か
ら
予
算

を
取
っ
て
「
一
時
帰
休
」

を
さ
せ
な
く
て
済
む
よ
う

に
、
お
願
い
！

　
「　

分
短
縮
」
は
…

１５

　

４
月
１
日
か
ら
勤
務
時

間
が　

分
短
縮
さ
れ
５
時

15

（
市
内
署
は
５
時
半
）
終

業
。
し
か
し
…
。「
保
育

園
に
迎
え
に
行
く
時
間
に

余
裕
が
で
き
た
が
、
な
か

な
か
席
を
立
ち
に
く
い
」

「
現
金
領
収
の
締
め
で
…
」

「
件
数
も
足
ら
ん
し
」

等
々
。　

分
短
縮
を
生
か

15

す
の
も
幹
部
の
仕
事
で

す
。

非
常
勤
が
前
面
に

【
近
畿
・
東
大
阪
支
部
】

　

毎
週
月
曜
に
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
を
実
施
、
各
署
の

特
徴
点
は
。

　

総
合
受
付　

試
行
３
署

は
全
て
の
業
務
を
非
常
勤

が
担
当
。
他
署
は
「
当
面
、

職
員
と
ペ
ア
体
制
で
い

く
」
と
の
こ
と
。

　

納
税
証
明　

多
く
の
署

は
「
申
請
書
作
成
の
説
明
」

ま
で
が
非
常
勤
の
担
当
。

他
署
で
は
、
証
明
書
作
成

ま
で
非
常
勤
が
行
い
職
員

が
審
査
す
る
、「
当
面
証
明

Ⅰ
だ
け
」
と
の
条
件
で
非

常
勤
が
担
当
。

　

現
金
領
収　
「
署
内
収

入
整
理
票
の
記
入
依
頼
」

だ
け
で
な
く
、「
納
付
書
の

作
成
」
ま
で
非
常
勤
の
業

務
と
す
る
署
も
。

　

当
局
の
描
く
一
元
化

は
、「
精
鋭
」
の
非
常
勤
が

前
面
に
出
て
、
全
面
的
に

納
税
者
と
対
応
さ
せ
る
体

制
と
言
え
そ
う
で
す
。

総
括
が
い
な
く
な
る

【
北
海
道
地
連
】

　

7
月
以
降
の
署
の
機
構

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
資

産
税
の
特
官
は
プ
ラ
ス
マ

イ
ナ
ス
ゼ
ロ
。
網
走
署
で

は
個
人
課
税
・
法
人
課
税

の
総
括
上
席
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。
管
理
運
営
部
門
が

二
部
門
に
な
る
網
走
署
で

は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
部

門
間
の
連
携
が
重
要
な
の

に
、
な
ぜ
総
括
が
い
な
く

な
る
の
か
、
と
戸
惑
う
声

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
も
「
仕
事
は
増

加
、
処
遇
は
な
し
」と
な
り

そ
う
で
す
。

　

単
な
る
数
合
わ
せ
の
機

構
改
定
で
は
納
得
で
き
ま

せ
ん
。
仕
事
の
困
難
さ
、

職
員
の
労
苦
に
報
い
る
処

遇
が
必
要
で
す
。

〈
解
答
〉黒
1
と
狭
め
て
か
ら

3
と
打
つ
の
が
急
所
の
一

手
。
白
4
に
は
黒
5
で
白
死

で
す
。
黒
1
で
3
は
白
4
。

黒
1
で
5
も
白
4
で
白
生

き
。
黒
3
で
5
は
白
3
で
殺

せ
ま
せ
ん
。

　国税庁長官、税務大学校長、税務研修所長 宛

税務大学校研修所に関する要求書（要旨）

1　ラジオ体操および自習時間は強制ではないことを
　研修生に明確に伝えること。
2　門限や外泊など寮生活の基本について、十分に研
　修生の声を聞き、協議すること。
3　勤務時間外の清掃を行わせないこと。仮に、「研修
　の一環」に位置付けるとするなら、清掃は勤務時間内
　とすること
　　昼休み時の清掃のやり直しなど、国公法に定めら
　れている以外の「罰則」はただちに止めること。
　　過去、その「罰則」を指示した職員及び責任者に
　ついて、再発防止のための指導を徹底すること。
4　入浴時間を延長すること。
5　夏季期間（6月～9月）は、夜間でもクーラー、扇
　風機を使用できるようにすること。また、クーラー
　については、定期的にメンテナンスを行うこと。
6　洗濯機および乾燥機の台数やクローゼットを増や
　すなど、施設・設備の充実を図ること。
7　研修棟及び食堂棟に洋式トイレを増設すること。
8　講義の間の休憩時間を十分に確保すること。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　近年、東京研修所を修了し、税
務の職場に赴任した青年から聞こ
えてくる話や、先日全国税が行っ
た研修生へのアンケート結果を見
る限り、東京研修所での研修生活
の一部に、その役割に対する期待
を裏切り、かつ法律的な角度から
見ても疑問を抱く実態があると認
識せざるをえません。
　かつて、全国税との交渉の席
上、長官が明確に「強制ではない」
と答えた朝のラジオ体操や自習時
間は、今の研修生には「強制」と
捉えられています。
　また、朝6時50分から実施され
る清掃について、「髪の毛一本が
残っていただけで、昼休みに再度
清掃を命じられた」との声も届い
ています。
　税務大学校では管理・監督する
立場にある者の高い倫理観が求め
られ、また、研修生活にあっては
オープンでかつ自由な発言・発想
が尊重される場所でなければなら
ないと考えます。
　研修生が、必要な知識を習得す
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時
代
錯
誤
の
研
修
生
活
押
し
つ
け
は
即
刻
な
く
せせせせせせせせせせせ

ま
た
ぞ
ろ「
強
制
」「
体
罰
」　
!?

▽朝の時間は忙しいから、ラジオ体操は各人
に任せた方が良い。
▽ラジオ体操は強制であり、何故手当をつけ
ないのか問題
だ。
▽門限は緩め
るか、廃止し
て欲しい。
▽自習時間は緩めて欲しい。
▽休み時間が実質5分しかないので、教室に飲
み物の持参を許可して欲しい。
▽夜中に部屋の全ての電気が使えず、扇風機
も使えないので困る。
▽清掃のチェックが厳しすぎる（鏡の水アカひ

とつ残さず拭け等々）。朝の6時から清掃を始
めても終わりません。清掃時の人数を増やす
か、チェックを緩めて欲しい。

▽研修生の人
数が多くなり、
特に洗濯機や
乾燥機の台数
が足りない。

入浴も待たないと入れないことが多く、時間
制限を緩めるか、延長して欲しい。
▽出勤簿押印で、名前が判別できるのに一部
が欠けている、傾いている、印影が薄い等の理
由で厳しく叱られるのは納得できない。
▽女子寮の故障している浴場を直して欲しい。

税務大学校東京研修所／研修生からの声

ると同時に、伸びやかで自由な発想により大きく成長
し、研修修了後には税務行政の推進に資することができる
よう願い、下記の要求について、その実現を求めます。
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青
年
の
生
活
実
態
向
上
ををををををををををを

　

全
国
税
青
年
部
は
６
月
８
日
、
①
青
年
の
生
活
水
準

の
向
上
、
②
法
人
調
査
件
数
の
削
減
、
③
普
通
科
独
身

寮
の
民
主
化
、
④
省
庁
間
配
転
者
の
研
修
の
充
実
化
、

⑤
独
身
寮
の
改
善
、
⑥
パ
ワ
ハ
ラ
の
根
絶
な
ど
を
求
め
、

国
税
庁
と
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

交
渉
に
は
、
田
山
青
年
部
長
を
は
じ
め
7
名
が
参
加

し
、
堰
楽
補
佐
が
対
応
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
田
山

青
年
部
長
は
低

い
初
任
給
、
級

に
よ
る
旅
費
格

差
、
未
払
い
超

勤
の
実
態
、
２

級
昇
格
差
別
問

題
を
と
り
あ

げ
、
早
急
に
改

善
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し

当
局
は
、
青
年

が
置
か
れ
て
い

る
生
活
実
態
に
理
解
は
示
す

も
の
の
、
改
善
に
向
け
た
具

体
的
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

法
人
調
査
件
数
削
減
を

　

件
数
増
加
の
中
、
調
査
技

法
の
伝
承
や
充
実
し
た
調
査

が
で
き
な
い
一
番
の
被
害
者

が
青
年
で
あ
る
と
指
摘
し
、

Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
活
用
で
き
な
い
重

点
項
目
調
査
は
根
本
か
ら
見

直
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

当
局
は
、
件
数
で
縛
っ
て

い
な
い
と
強
弁
し
ま
し
た
。

　

税
大
研
修
生
活
の 

　
　
　
　

非
常
識
一
掃
を

　

東
京
地
連
が
行
っ
た
「
研

修
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
把
握
し
た「
強
制
」「
体
罰
」

う
求
め
ま
し
た
。

　

当
局
は
、
実
態
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
も
、
明
確
な
回
答

は
避
け
ま
し
た
。

　

省
庁
間
配
転
者
の 

　
　
　

研
修
抜
本
改
善
を

　

７
週
間
（
う
ち
専
攻
税
法

は
３
週
間
）
で
詰
め
込
み
式

の
省
庁
間
配
転
者
の
研
修
実

態
を
示
し
、
４
ヶ
月
と
す
る

よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

　

当
局
は
、「
知
識
は
あ
る

程
度
の
時
間
に
、
繰
り
返
す

こ
と
で
習
得
で
き
る
も
の
」

と
答
え
、
研
修
の
あ
り
方
に

問
題
意
識
を
持
っ
て
い
る
姿

勢
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

　

青
年
部
は
、「
短
期
間
の

研
修
で
職
場
に
出
さ
れ
、
納

税
者
や
職
員
か
ら
叱
責
さ
れ

る
な
ど
辛
い
思
い
だ
」
と
指

問
題
に
抗
議
し
、
非

常
識
の
一
掃
を
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
研

修
生
が
増
加
す
る

中
、
設
備
・
備
品
を

早
急
に
完
備
す
る
よ

摘
し
、
必
ず
改
善
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

　

世
帯
型
宿
舎
の 

　
　
　

複
数
入
居
解
消
を

　

小
室
に
続
き
、
大
宮
で
も

世
帯
型
宿
舎
に
複
数
入
居
さ

せ
る
独
身
寮
が
で
き
た
こ
と

を
問
題
視
し
、
独
身
寮
の

「
１
人
１
室
」「
複
数
入
居
解

消
」
を
求
め
ま
し
た
。

　

当
局
は
、
新
規
採
用
者
の

大
幅
増
で
独
身
寮
が
不
足
す

る
と
説
明
し
、
繰
り
返
し
複

数
入
居
へ
の
理
解
を
求
め
な

が
ら
も
、「
新
た
に
建
設
さ

れ
る
合
同
独
身
寮
に
つ
い
て

は
１
室
で
も
多
く
確
保
す

る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に 

　
　
　

真
剣
に
向
き
合
え

　

当
局
文
書
に「
パ
ワ
ハ
ラ
」

と
い
う
言
葉
は
見
ら
れ
る
も

の
の
、
職
場
で
起
き
て
い
る

パ
ワ
ハ
ラ
の
実
例
も
あ
げ

て
、
こ
の
問
題
に
真
剣
に
向

き
合
う
よ
う
訴
え
ま
し
た
。

賃
金
、
仕
事
、
研
修
、
寮
、
パ
ワ
ハ
ラ
す
べ
て
の
面
で

青年部庁交渉


